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○ 展示のねらい 

炭素貯留技術として注目される、農地へのもみがらくん炭（バイオ炭）投入について、効率

的な散布方法を検証し、当該技術の推進方策の資とする。 

○ 主な成果 

もみ殻くん炭の散布作業時間は、ライムソワ(100%)＞＞ブロードキャスター(79%)＞軽トラか 

らの直接散布(71%)の順であった。 

   

 

○ 今後の方向性 

もみ殻くん炭を連用した際の水稲の生育や土壌への影響の解明、供給ルートの確保、生産者

に向けた情報提供、消費者への理解醸成などに取り組んでいく。 
 

水稲栽培におけるもみ殻くん炭施用技術の実証 
要約 

もみ殻くん炭の効率的な散布方法について検討した結果、作業時間は、ライムソ

ワ(100%)＞＞ブロードキャスター(79%)＞軽トラからの直接散布(71%)の順であっ

た。散布精度は、ライムソワが最も均一に散布できたが、散布方法の違いによる水

稲の生育差は確認されなかった。 
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